
ト

インターネッ

ボ
ラ
ン
テ
″
ア
に
活
用

　
　
勁
烈
″
中
村
区
で
講
演
会

・
市
民
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
旋
っ
た
新
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
紹
介
す
る
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
大
会
」
が
三
日
、
名
古

悪
市
中
村
区
那
古
野
一
の
名
古

屋
国
際
セ
ン
タ
ー
ー
で
開
か
れ

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の

一
般
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
お

う
と
、
セ
ン
タ
ー
が
十
年
前
か

ら
毎
年
一
回
開
い
て
い
る
も
の

で
、
今
年
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
用
い
た
活
動
を
展
開
し
て
い

る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
巡

絡
協
議
会
、
本
部
・
岡
山
県
）

の
関
係
者
を
講
師
に
招
き
、
「
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
の
緊
急
援
助
と
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
」
と
題
し
た
講
演
会

を
開
催
し
た
。

　
昨
年
八
月
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
芽
吹

吋
組
恩
の
中
で
も
い
ち
早
く

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
取
り
入
れ

た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
の
片
山
新
子

さ
ん
（
一
ぶ
）
は
、
講
演
の
中
で
そ

の
効
力
と
し
て
①
世
界
に
五
千

万
人
い
る
と
言
わ
れ
る
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
に
、
活
動
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
そ
利
用
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
紹
介

す
る
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
緊
急
援
助
と
イ
ン
タ
’
－
ネ
ッ
ト
」
’
の
講
’

広
く
正
確
に
知
っ
て
も
ら
え
る

②
世
界
各
地
で
起
き
た
災
害
の
一

情
報
を
迅
迭
に
収
集
、
対
応
言

検
討
で
き
る
③
活
動
資
金
の
芦

金
を
簡
単
に
呼
び
か
け
ら
れ
る
Ｉ

Ｉ
Ｉ
な
ど
を
挙
げ
た
。

　
片
山
さ
ん
は
「
地
震
な
ど
の

災
害
は
、
現
地
に
出
向
い
て
か

ら
被
災
の
規
模
が
分
か
っ
た
の

で
は
遅
い
。
救
援
に
何
が
必
戸

か
、
ど
れ
く
ら
い
の
人
員
を
派
ぃ

週
し
た
ら
い
い
の
か
を
把
握
す
・

る
こ
と
が
、
効
率
の
よ
い
牧
肋

活
勁
へ
の
低
温
」
と
話
し
、
情

報
網
を
駆
使
し
た
新
し
い
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
舌
句
へ
の
・
祀
郷
俘

び
掛
け
た
。

　
こ
の
日
は
今
回
心
的
瞑
ハ
ヅ

訪
れ
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
・
ヅ

主
遠
。
示
Ｉ
ム
ペ
犬
ど
Ｊ
ノ

ク
セ
ス
″
な
ど
聞
き
塙
れ
な
い

単
語
を
メ
モ
に
取
り
な
ゾ
宍

真
剣
な
表
情
で
講
演
に
汀
を
昌

け
て
い
た
。

　
講
演
会
で
は
こ
わ
に
先
立
っ

て
、
実
際
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
、
Ｌ
ノ
ン
ゴ
‘
づ
や
ル
ー

ワ
ン
ダ
ヘ
の
飲
助
活
動
に
忽
比

し
た
曼
邸
廬
齢
院
の
整
形
幄

一

揖
Ｅ
／
六
脇
甲
哉
古
ん
了
・
石
工

現
地
報
告
包
あ
っ
・
弓
回
診
ご

か
ら
は
「
言
萍
凛
じ
た
ｏ
か
二

灰
洽
ぬ
す
と
克
逼
三
上

点
は
」
な
ど
の
質
問
が
尽
）
二

ボ
ラ
ン
テ
メ
ア
ヘ
の
濡
応
の
弓

。
：
満
会
四
ぃ
中
村
区
の
名
古
屋
国
際
ゼ
ン
タ
ト
で
3
:
【
口
。
；
ｊ
ｌ
。
‐
。
。
ｔ
】
ら
ふ
鐙
忙
愕

¬ － ７ ♂
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